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実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

4382人 466523784400
25年度実績9月末の実績25年度予定

事業活動の実績（活動指標）
24年度実績単位項目

利用者人数

評価対象外事業
隣保館管理運営事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
福祉の向上と保健・医療の充実〜やすらぎとぬくもりのまちづくり〜
福祉施策の向上と充実

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

福祉課

社会福祉法
根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

中田 末明
所管課情報 担当課： 526

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 地域住民

米湊 明弘

　隣保事業（国庫補助事業）に対しさらなる効果検証が要求されている現在、 社会教育部局等とも協働し、継
続的な取り組みが必要となっている。特に人権 啓発事業に取り組むとともに、関係団体と協働した研修事業を
展開する必要が ある。

　社会教育部局等と連携して、人権啓発事業を積極的に行う。

隣保館等の施設を設け、無料又は低額な料金でこれを利用させることその他その近隣地域における住民の生
活の改善及び向上を図る（社会福祉法）

事業の目的

伊予市扶桑会館の運営

事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
13,570
1,519
0

14,641
1,545
16,186 6,673

650
6,023 13,100

1,545
14,645

人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

0
7,087
0
0

9,099

0.19
7,999
0

1,519
0

7,086
0
0

8,003 9,870

0.19
8,135
0

1,545
0

0
4,775

0
6,673
0
0
0
0

650
0

8,135
0.080.19

8,135
0

1,545
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二次評価

二次評価
（所属部長）

課題認識

隣保館管理運営事業につきましては、少子高齢化にもまけず多くの人々が通える気軽な運営を期待しま
す。

一次評価結果のとおり事業継続と判断する。

意見、課題

コスト効率 4
受益者負担の適正 4

B

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 4

有効性
事業の効果 4

B成果向上の可能性 4
施策への貢献度 4

効率性
手段の最適性 4

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

B

B

B
手段の最適性 4

コスト効率 3

成果向上の可能性 4
施策への貢献度 4

市の関与の妥当性 5
事業の効果 5

利用者数こそ大きな増加はないが、多くの住民の集いの場、学びの場であることは間違いない。25年度
には、地域交流事業として地域の住民の方々とグランドゴルフ大会を開催し、会場こそ会館でなく、しおさ
いグランドを利用し多くの方々に参加を頂いた。　今後の課題としては、少子高齢化を踏まえて、より多く
の人が気軽に利用できるように一層の工夫を重ねる必要があると思われる。

自己評価
4目的の妥当性

市民ニーズへの対応 4

成果指標

指標設定の
考え方

　地域住民の生活向上や交流促進を図ることを目的としていることから、人権同和教育講座・各種定期講座の
参加者を指標とする

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度 目標27年度
0500050004500

受益者負担の適正 4

0044494382

成果指標
扶桑会館の利用者延べ人数
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

現状のまま継続する。


